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フェノールSMCのご紹介 （開発品）

フェノールSMCはバインダー樹脂としてフェノール樹脂を使用しております。そのため、従来

の不飽和ポリエステルFRPにはない低発煙性及び難燃性を有しております。

機械特性も従来の不飽和ポリエステルFRPとほとんど変わりません。

アルミニウムに比べ成形性に優れています。

特長

■ 燃焼特性

○ コーンカロリー測定データ（表１）

従来の不飽和ポリエステルFRPに対し優れた難燃性を有しております。

フェノールSMC 不飽和ポリエステルSMC

図１．コーンカロリーメータ測定中の燃焼比較

フェノールＳＭＣ

（未塗装品）

不飽和ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ

FRP
ＪＲＳ合格基準

難燃性（ｺｰﾝｶﾛﾘｰ10分

間）
２０MJ/ｍ2 ３２MJ/ｍ2

着火時間 ８４秒 ７０秒 －

燃焼継続時間 ２００秒 ３５０秒

煙濃度（最大値） ０．４（１／ｍ） ２．１（１／ｍ） －

AOCにて測定

（＜３０MJ/ｍ2）

－備考 AOCにて測定

表１．燃焼性（コーンカロリー測定データ）

項目

FRP種
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○ 燃焼時の煙特性

従来の不飽和ポリエステルFRPよりも低い発煙性を有しております。

フェノールSMC 不飽和ポリエステルFRP（SMC）

図２．電気コンロでの燃焼試験（最大火炎高さ比較）

表２．燃焼性（電気コンロでの試験データ）

フェノールSMC

（ウレタン塗装品）
不飽和ポリエステルFRP

着火時間 １３５秒 ７７秒

燃焼継続時間 ７０秒 １６０秒

FRP種
項目
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○ 取得規格

車両内装材用燃焼試験（車材燃試）で不燃性を取得しております（図３）。

英国のBS規格でカテゴリー Iaのクラス１を取得しております（図４）。

表３．各種規格

フェノールSMC 不飽和ポリエステルFRP

日本ＪＲＳ車材燃試 不燃 極難燃＊１

国際規格

British Standard規格

（BS6853、BS476 Part6&7）

Category Ia

Class 1

（不合格～Category II

Class 2）

（文献より）

項目
FRP種

＊１．ＪＲＳ不燃性不飽和ポリエステルＦＲＰ（ＳＭＣ）あり

図４．ＢＳ試験成績書図３．鉄道車両用材料燃焼試験成績書
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■ 機械特性

機械特性も従来の不飽和ポリエステルFRPとほとんど変わりません。

表４．機械物性

フェノールＳＭＣ

（未塗装品）

不飽和

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙFRP（SMC）

ＪＲＳ FRP6級

合格基準

曲げ強度（標準） １７４ＭＰａ １１８～１９６ＭＰａ ＞１２０ＭＰａ

曲げ弾性率（標準） １０．８GＰａ ８．８～１２．７ＧＰａ ＞６．０ＧＰａ

引っ張り強度
６８ＭＰａ

（GF ２５％）

６３～８０ＭＰａ

（GF ２１～２５％）
＞６５ＭＰａ

圧縮強度（標準） １２０ＭＰａ １００～２００ＭＰａ ＞１０５ＭＰａ

備考 AOCにて測定 文献値 －

フェノールSMC成型条件

成形温度 ；１５０℃（上型）／１４０℃（下型）

成型圧力 ；１３．９ＭＰａ

成形時間 ；３００秒

鉄道車両内装材

自動車内装材

航空機内装材

建築材料

JIS 6911により測定

項目
FRP種

用途

本製品に関するサンプルご請求、ご不明な点など何なりとお問い合わせください。

旭有機材工業株式会社 事業開発グループ 担当 菊池、篠原

〒480-0105 愛知県丹羽郡扶桑町南山名字新津26-4

TEL 0587-93-1020 / FAX 0587-93-9670

URL http://www.asahi-yukizai.co.jp

本資料のデータは、弊社の実験により得られたものではありますが、実際に得られる結果について保証するものではあ
りません。ご使用に際しては、使用目的に適合するかどうか必ず貴社にてご確認ください。

また、この資料の内容を利用される場合、いかなる特許に対しても抵触しないという保証は致しかねます。

お問い合わせ先
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